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完了時称の機能1
完了形
　完了形はいわゆる能動完了過去分詞第二形participium　pra£teritum＆ctivi　secundum
と言われる、一A五一によって構成されるものに、連辞の現在形を付加して作られる。
　その機能は当初アオリストとも、また未完了過去とも異なっていたといわれる。即ちそ
れは、過去において生じた何らかの事実の叙述だけではなく、結果が発話の時点において
継続している過去の行為を表わすというのである2。
　このために例えばボルコフスキー等はこれら完了形を厳密に言えぱ過去時称ではなく、
過去に行なわれた行為の結果である、現在時に属する状態を表わすのであって、その意義
はむしろ現在時称に近い、という3。
　チェルニフは1130年頃に成立したムスチスラフ・ヴラヂミロヴィチの文書の冒頭の句
Cε㎞写』…四◇BεA鳴A’』∈CMhを引用して・これがBOT∬…eCTbHOBeπeB皿H量「この
我は．．．．．．命じた者である」にあたるとし、類例としてイーゴリ公軍記の次のような箇所
を挙げている4。
◇M◇”eLm◇BYは，H「◇ρ1◇”BC肥OAOAε，ρα”◇εCTα睡4v凸A“”◇Ao－
Bqk8ゆろ〔M＾ゆMεY”｝Bε＾闘丁凹，凸C鵬C＾αB…CKα丁凹．
おおわが甥たち、イーゴリよフセヴォロドよ、汝ら二人は早く剣によってポロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤヴェッツの国を脅かし、己らに栄誉を求めはじめたことよ。
。ANε”ρ∈C＾◇B8丁罐脚，T』1“ρ◇EH＾』εC凹K4Mε麗既1㎞r。ρ五ICKB◇一
寧ろεM＾糊◇＾◇B∈導k8ゆ丁五1＾ε＾舳＾』εCHNαC鵬CB姑丁◇C＾dB＾”
髄◇CαA』IA◇跳k8k。E㈱Bα：B』ろ＾紬，r◇c魏◇A掴ε，M◇ゆ＾αA8
1く㌔MN宝．．．
おおドゥネープル・スローティチよ、汝はポロヴェッツの国を貫き、石の山々
をうがっている。汝はスヴャトスラヴの舟をゆらゆらと、コビャックの軍のも
とに運んだではないか。わが夫をわれに運び返せ．．．。．．
　1『古代ロシア研究』第18号　1991年　75－102頁。
　2H。H．【｛epHblx，πc卿p鵬εcκα∬zp脳鵬m％καpΨccκ020∬3嬬α，M．1954，p．242．
　3B．H。BopKoBcK療，n．C，Ky3He耳oB｝πcmop馴ecκ研zp傭鵬m器αp穿ccκ020∬36こ”α，M．1963，
p．260．
　4H．H．qePHblx，op．c琵．，p。242．
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　第一の例はキエフ大公スヴャトスラフが敗戦の知らせを受けて嘆く場面であり、第二の
例は捕われたイーゴリ公の夫人ヤロスラヴナの嘆きの場面である。これらは何れも結果
が現在に残っている過去の行為と考えることができるが、同時に主語によって示される対
象の持つ属性の表現と解することもできる。すなわち例えば第二の例で言えば、ドゥネプ
ルにたいして「おまえは岩山をうがち、夫の軍船を敵の国まで運ぶ能力を持っているのだ
から、夫を自分の許に運んでくれ」というほどの意味であると考えられる。第一の例も、
イーゴリとフセヴォロドが余りに逸りすぎたことを嘆くものである。
　このような主語によって示される属性の表現という側面をチェルニフは「一定の行為を
行なった人物の指示という契機」という言葉で表わし、この契機は「述語として完了が用
いられた場合には他の場合よりも遥かに大きな役割を果たし、またこの役割は助動詞が省
略されはじめると更に大きなものとなった」と指摘している5。
　しかし完了の初原的な意義は、はやくに失われ始め、これと意義的に近いアオリスト及
び、まだ保存されている場合には、未完了過去の代わりに用いられ始めたが、このような
完了形の機能の拡大と完了形によるアオリスト並びに未完了過去の駆逐に大いに力があっ
たのは、完了形が完了体動詞からもまた不完了体動詞からも同じように作られたためであ
るとされる6。
　もし完了形が文字通り完了のアスペクトを持つものであったとするならば、これがいわ
ゆる不完了体動詞からも、また完了体動詞からも同じように作られるというのは、理解し
にくい事と言わねばならない。なぜならアオリストは完了体的な動詞から、未完了過去は
不完了体的な動詞から作られる傾向が時代を降るにつれて漸次鮮明になり、それと共に動
詞の体への帰属が明確になって行くから、完了形がアオリスト及び未完了過去に代わって
過去一般を表わす形式になるときには、すでに動詞の体の区別は十分に明確になっていた
筈だからである。まさにこの時期に完了のアスペ4トをもつ形式が不完了体動詞からも作
られるというのは、いかにも不自然である。
　この矛盾を回避するためには、少なくともいわゆる完了形の機能がアスペクトから申立
であることを要すると思われる。もしそうとすれば、完了形の機能がどのようなもので
あったのかを、アオリストや未完了過去をもつ中世ロシア語の動詞組織がいまだ崩壊して
いない段階において考察することが、ぜひともに必要となる。
　書かれた文書の場合、そこに用いられる言語は、どうしても話し言葉よりも古い段階を
反映するのが普通であり、この意味でここに用いられているアオリストや未完了過去の形
は、既に口語では廃用に帰していて、話し言葉では完了形が用いられていた可能性もある。
もしそうであるならぱ、完了形は機能においても、アオリストや未完了過去と同じでなけ
ればならないであろう。しかしもし完了形がアオリストあるいは未完了過去の形と異なる
5fbfd，
6n．H。qepHblx，op．c動，7p．243。
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機能において用いられていたならば、後者の形は口語においてもいまだ使用されていた可
能性が高い。ノヴゴロド第一年代記宗務院本は、その最後の部分においては、完了形がア
オリストと同じく単純な過去時の表現に用いられているが、その他の部分は独自の機能を
持っていると思われるから、この写本について完了形の機能を考察することは、重要な意
味を持っと考えられる。すなわちもし完了形が独自の形を持っていたと結論されるならぱ、
ここで用いられているおびただしい数のアオリストおよび未完了過去は、いまだ生きてい
るカテゴリーであったということができると同時に、これらの形が未だ生きていた最後の
段階における完了形の機能を明らかにし、これがやがて過去を表わすただ一つの形として
発展する筋道を明らかにすることができると期待されるからである。
会話部分における完了形
　完了形は会話の部分にきわめて多く認められる。クドリャフスキーは原初年代記ラウレ
ンチー写本についてこのことを指摘し、これを会話には生きた口語が反映するためである
としているという7。これに対しイスト・リナは会話の文が地の文と機能的に異なっており、
その機能の異なりが、ここに完了形が用いられることを容易にしていると主張する。すな
わち「直接話法においては、物語にみられるような述べられている過去の事件にたいする
話者の客観的な態度は存在しない。逆にそこでは話者にとって現在である、主観的な感情
が強く現われる。直接話法のこれらの特徴によって、そこに過去の複合形が述語として用
いられることが説明できるのである。」8換言すればイストリナはr語り」’とr伝達」とい
う二つの異なる機能を持ったテキストを考え、伝達のテキストの機能が完了形の使用を容
易にすると考えるのである。
　イストリナはこのような完了形の機能として、次のように述べる。．
　rこのような文（すなわち伝達のテキスト中にあって完了形を述語として持つ文）の述語
の内的な意義を考察すれば、明らかにそれは対象の活動の時間における発展を意味するの
ではなく、行為の過程そのものを意味するのではなくて、対象（人物）に一定の振舞いを帰
属させるのである。」9
　これは基本的には既に述べたチェルヌィフの「一定の行為を行なった人物の指示」と同
じ事を意味している。例えば、
　　　　　　　　　倉　　　　　　　　　　　＿　　ド＾d”㈱CACT柚COΦ闘H”rρO昼oy◇q△MO総rO’閣8C宝M、麗OB－
　　rOPOAh帰εM』。nρ…h＾』陰CMhK』B鍋’C＾訓4B』闘4C闘＾』師
　　KN△ろ』’闘漁＾』M”CB◇關◇報闘髄監1’　　（P・51・76R・6718（1210））
　7刀［，H．KyApHBcKK遊，K　cTaT皿cTHKe　rπaroπbHblxΦopM　B　JlaBpeHTbeBcKo藪πeToHHc玖，π3θ．
Om∂．P．∬3、u　c謁．，1909，T．14ナK｝L2。
　8K．　C．　HcTpHHa，　CHHTaKcKqecK匪e　πBπeH期　cHHo双aJlb班oro　c皿cKa　l　HoBropoAcKo最
JleTonHcH，143θ．Om∂．P，∬3．u　c鴻。，1919，T24，K｝L2，P。114．
　90P．c髭．，P．114．
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私は聖ソフィア教会、および私の父の棺およびすべてのノヴゴロドの人々にあ
いさつを送ります。私はあなたがたのところに来たのは、公たちによる迫害の
ことを聞いて、私は自分の世襲領地を哀れに思ったからです10。
M”ρ《NεX◇V∈MMM◇y氷”◇yMε闘ε’ムAαAεYε給CT∈…闘¶B』1…H
陰cT∈αKLlρあIE』1酷c◇yX◇’　　　　　　　　　（p。56，85R，6724（1216））
私たちは和を望まない。私たちのところには勇士がいるが、あなたがたは遠く
まで来すぎて、陸に上がった魚のようになっている（魚のように出てしまって
いる）。
　粂K齢’轍醐牲ToyB柵給「◇’T』IKN“MLKρCT』幽E∈ろ
　　　　粂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉
BHNLl　M◇y断A闘旧”丁圓。αT◇E壬CA　kAαNA陰M『h’αCε鯉凸田』n◇CαA”甘
αB　TO　cA椛8AαA闘M’』。　　　　　　　　　　（p．59，91R－V，6724（1218））　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
公よ、彼に罪がないなら、あなたは罪なくして人を罷免しないと十字架に口づ
けして私たちに誓ったではありませんか。私たちはあなたにお願いします。こ
れは私たちの市長官であり、そのことについては譲りません。
　イストリナはもし最初の例の四ρ撒1』AL　IeCM』をアオリスト”ρ翻ム◇X』にすれば、
r行為の過程そのものを示すことになる」が、完了形の場合にはr行為をその結果におい
て主語に帰属させる」という11。
　これは三人称の場合にも同様である。例えば、
α腿闘Φ◇NT『h　T凸kO　M’hABA△田ε’《N6A◇CT◇”N奮給CTh　CTαA「ゴo｝Kε
　　　　？”εEA凸r◇C眺陰CT』のBεA”Kαr◇CEOρ凸・闇CTd8AεN』・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p。28，26R，6657（1149））
だがニフォントはr（府主教は）大本山によって祝福を与えられていないし、任
命もされてもいないのだから・彼は尋さわしくない者になってしまっている」
と言っていた。
　　　　　　　　　　　　　　令　　　　　　　令魏”日M凹’k齢濫ε’B宝ρLIE倉αT』監IN凸ゆ薗塑MT△C㌔BεTdA闘C』
V』ρ罷HrOB臨C陥lM閥k睡△ろ”’　　　　　　　　　　（p。50，73V，6717（1209））
　10以下底本としては、Hoθ30ρo∂c短α∬πεpθαπ肥皿oηucMmαp昭e20u漏孤∂！με30鎚3θo∂oθ，noA　pe双aK一
耶磁Hc∬peAKcπoBHeMA．H．HacoHoBa，M，一」1．1950．を用いた。ウィーン字体は神戸市外国語大学
の岡本崇男氏が作成されたものを使用させていただいた。この字体によって表記するために、底本では区別され
ていない文字を、Xαpαmε伽研謁ε隅oπ秘cわによって区別した。なお、分かち書き、引用符などは底本によっ
ている。
　11K，C．HcTp班Ha，oP．c琵．，P．115．
完了時称の機能　　　473
公よ、私たち二人の兄弟を信じてはなりません。彼らはチェニゴフの公たちと
共にあなたに対して陰謀を企んでいます。
N◇B「◇ρ◇A叩HT∈Eε旺CA◇y田A給丁』’MLIA凸闇“ρ◇田dA”TO曲’1
　　令鯉”凸BLI「Nα＾HOα醜X』哩5HA凹願αA◇M』IN醐αρoろrρ凸E”＾魏0
4瓢ρ◇CAαB4Eε甲』CTB◇B4A腿・　　　　　　　（p，89，149R，6778（1270））
ノヴゴロドの人々はあなたの言うことを聞かない。私たちあなたに貢ぎものを
乞うたが、彼らは私たちを追い出し、あるものを殺し、私たちの家を略奪し、
ヤロスラフを辱めた。
　これと同時にイストリナは上述した「一定の行為を行なった人物の指示」とは考えられ
ない例の存在することを認め、これらが「対象が如何なるものであるかではなく、過去の
単純形（i．e。アオリストなど）と同じく対象が何を為したかを示す」12という。例えば、
　　　　　　令　　　　　　　　　　　　　　　　令　　嬬◇●Eρ㈱CTραAα＾H’A宕AH國醐開◇YH’ろαρ◇yc』CK◇y隅εM一
　　　　　　　　　一　　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　Aゆ。TαK◇Eρ鵬HM五1¶◇腿AHM㌔“◇C6◇給M』kN蘇HO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．53，79V，6722（1214））
　　兄弟たちよ、私たちの祖父や父がルシの国のために尽くしたように、兄弟たち
　　よ、私たちも私たちの公の後に従おう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令陥”酬εNEX◇YεM』”ろM∈ρε丁闇凸K◇網HX』’”㌔訟K◇◇YHNα田隔
EHA闘CA細4KOyA《Y』CK宝”●”宝田H9　　　　　　（p，56，85V，6724（1216））
公よ、私たちは馬上で死にたくありません。それよりは私たちの父たちがコロ
クシャ川で徒歩で戦ったように、（私たちも戦いたい）。
　この二つの用法を説明するために、イストリナは完了形の機能を次のようなものと考え
た。即ち、
　rこの形式の意義はもっと広いものであった。一A『』に終わる形動詞は主語自身によって
行なわれた主語の性質のみならず、その状態あるいは行為をも示した。但し状態及び行為
は、時間におけるその発展の描写を考慮せず、行為の過程自身を考慮しないで指示される、
という特徴を持っていた。」13
　イストリナによれば、この基本的な意義からこの形は「対象自身によって行なわれた行
為の結果を、既に存在する、所与のものとして示した。ここから一方では性質の意義が強
化され、また他方では過去の行為の時点の意義が弱められ、特徴を対象に帰属させる行為
が帰せられるところの、現在時の意義が前面に出ることが可能になったのである。」14
120p．c琵．，p．116，・
13fbfd．
14K．C．HcTpMHa，op．cfむ．，p．117．
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　もしイストリナにしたがって完了形の意義を時間におけるその発展の描写を考慮しない
状態及び行為、過程自身を考慮しない行為を表わすところにあるとすれば、それと対極に
あるアオリストは発展する状態及び行為、過程自身を考慮する行為を表わすことになるで
あろう。しかしこれは常識的にはむしろ未完了過去形の機能に属するはずである。
　このような疑問を持ってイストリナの所説を検討すれば、著者の考えているものは実は
若干これとは異なるものであることが次のような例に対する著者の説明から判明する。
睡ρ∈K◇田4“A駈CK◇B槻”“ρ翻CA凸B』田ε9「ρ』V梱凸’《T◇6εCAk齢濫を
　　　　　　　　　令kA“”△蛤M』’”5ρ“卜凹魏OBr◇ρOA』｝εM’』。N4”◇yT卜Nε”AεM7』凸
　命Eρα』闘CB◇給鼎をB』1ムα給M㌦’αCρ酬鍋1陰CMεM凹ρ、製9
陥K◇A毛旧州吟総CTεX◇AHB』泌εcερεEρ◇”◇”MムA睡。4cαM闘”◇”一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令ムoeT匪…B　N◇B『h『◇ρOA『』’凸nρ凸BA』l　N6CTB◇ρHO「◇∫》◇A“NεBろACT6’
　　　　　　　含　　　　　　　　　　　　　　　　公
凸◇ K枷丁αK。・α。yMεA曲出ε『。＾◇醜OTαK◇ε・岬丁◇聴α田ゆ
EP4横”ろ甜皿＾M◇空ρ嘔略麗”H柵◇曲Aε靴4叩ρ◇騎ρ酪脱
　　　　　　　　命　　　？T“ρ◇V』曾”AH璽”酬ム塑’T』Mh田ρOT“BoyB4C』C』
CT◇1◇閃壬ゆ踊e’』“◇KAO国OM＿》　　　　　　（p。66，105R，6736（1228））
そこでプスコフの人々はグレチンを使者として送って来て「公よ、私たちはあ
なたと兄弟であるヴゴロドの人々にあいさつを送ります。私たちは出陣はしな
いし、自分たちの兄弟も引き渡しません。私たちはリガの人々と和を結んで
いるからです。あなたがたはコルィヴァニに来て銀を略奪しました。自分はノ
ヴゴロドに出発し、約束を果たさず、町を占領しませんでした。ケシでもメド
ヴェジャ・ゴロヴァでもそうでした。そのかわりに私たちはは兄弟（のある者）
を湖で殺され、他の者を連れて行かれました。あなたがたは（私たちを）苦し
めて見捨てました。もしあなたがたが私たちにに何か企んでいるなら、私たち
は聖母と共につっしんであなたがたに異議をとなえます，．．．．．」と言った。
　「この例は疑いなく生きた会話の例である。その始めには一A、に終わる通常の述語が
あり、その後にアオリストの形が続く。しかし終わりにはまた一A』に終わる形動詞が現
われる。そしてアオリストの用いられているプスコフの人々の言葉の部分において、言葉
の性格が少し変化する。すなわち会話が物語に移行し、そこで一連の事件が描かれる。そ
の後物語は中断されて、再び言葉の会話的な性格と共に、一A』に終わる述語の形が現わ
れる。この例にみられるアオリストと一A』に終わる形動詞の形の交替は、偶然的なもの
ではなく、言葉の内的意義を反映していると思われる」15。
150p．6fむ．，p．118、
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　以上の説明から明らかになるのは、イストリナが考えているのは「会話」の部分、すな
わち伝達のテキストにおいて完了形が現われ、語りのテキストの部分にアオリストが現わ
れる、ということに過ぎない。従って完了形に対置される、「発展する行為及び状態」、「過
程を考慮する行為」というのは、実は述語が表わす行為に内在するものではなくて、話が
前に進むことにほかならない。そうとすればこれは完了形あるいはアオリストの機能では
なくて、テキストの性質に過ぎないということになろう。そうすればこれらの述語に内在
する機能としては、アオリストが話を前に進める機能、換言すれば行為の継起性を保証す
る機能をもつと言うことを意味するであろう。もし完了形がこれと対極にある機能を持つ
とすれば、それは行為の継起性を保証しないことにならざるを得ないであろう。イストリ
ナの所説は、疑いもなく真理を含んでいると思われるが、述語の機能をテキストの性質に
還元してしまっているという点で正しいものと言うことはできない。
　それでは完了形そのものに内在する機能とはなにか、がここでは問題となる。この問い
に答えるために、先ず、直接話法の中にみられる完了形について考察をすすめることにし
たい。
　完了形が直接話法の中に頻繁に現われることについては、既に諸家の認める通りである
が、その使用についてみれば人称によって微妙な相違があるように思われる。
　その中でも二人称は、比較的明瞭な使用の仕方を示しているように思われる。
　その第一は相手に対して相手の行なった行為を明確に示して、いわば念を押す場合であ
る。これは相手がある行為を行なったという話者の確信を示すと岡時に、相手に対してそ
れを認めさせようとする話者の主張と見ることも出来る。
　　　　　　　　　　　　令＿B』A6T◇6644●照A“KTdAd’Al。”◇B「◇P◇甲”ρ”ろBα田凸”A』CK◇BH－
Y∈闘A凸A◇出州』田CA◇yM醐α’㈱”ろr◇闘”T“隅ACB◇給r◇BC宝一
　　　　　　　　　　　　　令B◇A◇Aα’騒B』c《A賊田αB’』〔”A』AB◇ρ』o　C』》K∈”◇1◇H　C』ム嘘ThM”H
C㌔T』Ψ∈ゆ。M『AM4隅B』’KB…dC田H跳1陰「◇TB◇ρ△xoy。α’Nε
EAゆ△εT』C岬A㌔’B’《vεM◇yx◇丁監A』給CHCεCT“n6働CAαBAH’》
・下｛・《〔Xα＾』給C細C』擁』＾k8旺ρεA凹BC宝X』・凸”dT◇M”◇r◇・闘4
n◇VαT』田BεAεB』闘』1’PεYε’陥BC稲◇A◇A◇y髄ρ”CToy”HT騰0凸岡凸K』1
◇CT8nHTH　BεA宝A7h・＞＞　　　　　　　　　　　（p．24，16V－17R，6644（1136））
6644年。インデイクトの十四年、ノヴゴロドの人々はプスコフの人々および
ラドガの人々を呼び寄せ、自分たちの公フセヴォロドを追い出そうと相談し
た。五月二十八目に．．．．．．彼らが彼の罪としたのは次のことである。1．彼が
スメルドを大切にしない、2．rあなたがペレヤスラヴリに座そうとしたから
です」、3．rあなたは皆に先だって戦場から馬で去り、しかもそれは何度もあ
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りました。最初に私たちにフセヴォロドに向かうように命じていながらまた退
くように命じました。」
　ここではノヴゴロドの人々が衛星都市のプスコフ及びラドガの人々と共に、恐らくは民
会を開いてノヴゴロド公フセヴォロドの罪を弾劾し、彼を幽閉したのである。この直接話
法は民会で発せられた言葉であると考えられる。
　次の例も同様である。
館論虚ロM△T　一岬。A嘔¶“Y4田41ろr◇N腿TH唾A
　　　含絶ρ◇CAα屡ろr◇ρ◇A40醜C罵B◇聾…凸曲Yε泌mρ◇CAαBAHAB◇ρ宕’I
oyE團…IB酬α…4陥k”ろゆ”◇cA4…肱「◇ρ◇A岬〔0匪c一闘c4B慨
N凸rρ4MOToyBCゆB闇◇y∈r◇。《Y壬M◇γ∈c”隔＾』B◇＾X◇B㌔r◇r◇＾一
閲M踊＾◇B｝禍“◇＾εOO幡＾』∈C闘騨V閥M”＾◇B甲YεM◇γ塑
◇A嘲既ABOρ』MOρTK”閥N闘Y“OYεM◇y四◇開M齢∈C”C印εBρ◇麗α
…脚◇ρ宝M4N8Ck”N凹V旧Ndρ◇M醐6◇＾A』1細開v旧腿αB凸ρ一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令Φ＾◇M餐H。α董NOε●YεMoyB』IB◇A”田h①”41醐◇ろεM｝αOK◇T◇ρ闇Oγ
醐αC』濫”B◇yT』》　　　　　　（P・88，148R－V，6778（1270））
この年ノヴゴロドで騒乱が起った。人々がヤロスラフ公を町から追い出そうと
し、ヤロスラフの屋敷に民会を召集し、イヴァンコを殺したのである．
そして人々は文書にヤロスラフのすぺての罪を書き上げて、ゴロヂシチェの
彼のもとに使者を送った。rあなたが鴨の狩人たちを使ってヴォルホフ川を奪
い、兎の狩人を使って野原を奪ったからです。貴方がモルトカの子オレクサの
屋敷を取ったからです。あなたがマヌスカの子ミキフォル、ボルドゥィジの子
ロマン、およびヴァルフォロメイから銀を奪ったからです。さらにあなたが私
たちの許から私たちの所に住んでいる異邦人を連れ去ったからです。」
次の例も文脈から明らかなように、公の行為を弾劾するものと考えられる。
即OCAαB㌔“Olム∈◇EON◇yCT◇P㈱yKP◇yc唱’監C鳴ム田poyc宝O
d　B”08覧「◇ρ◇A』nρ凹cAαTB◇ρHM霊ρ凸。《BCεrO　YT◇Bα田εr◇椛Aに，一
　　　　　　　　倉　　　　　　　　　一E“枯AOM師’TOAH田㈱C△。凸KNろH巳C鴨凸MεN匠”◇P◇yYdTCA＞〉0
岡OBrOρ◇A”｝”濫日◇CA凸田αk陛MoyA哩◇ρAM◇IC”田凹V4’《k”濫e
璽曝y喰C卿¶◇騨竺1ろ聯∈M』魎α
CTOγゆc◇Φ』給’oγN“隅A”電TOγT』¶OEr』岬4BA酬CT凸絶
c◇Φ』帖。αTεE6慨X◇vεM『b’》　　　　　　　　　（p．89》149v76775（1270））
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ヤロスラフは川向こうのルサに行き、ルサにとどまった。そしてノヴゴロドに
トヴォリ1ミルを送って（言った）。「あなたがたが私について好ましく思わない
ことのすべてを私は止める。すべての公たちが私について保証するであろう」
と。ノヴゴロドの人々はモイシイの子ラゾリを彼の許に送った。「公よ、あな
たは聖ソフィアに対して陰謀を企てました。来なさい、私たちは聖ソフィアの
ために名誉を持って死にましょう。私たちには公はなく、神と正義と聖ソフィ
アがあります。我々はあなたを望みません。」
　ここで聖ソフィアはノヴゴロドの守り神であり、ノヴゴロドのシンボルである。聖ソ
フィアに一旦背いた者をノヴゴロドの人々は公として戴くことはできなかった。
　このようにしてみれば、次の例も同じく相手の罪を鳴らすものと考えられる。
　　　　　　骨　　　　令
　　“◇C凸A翼酬∈◇旺AB㌔ろLBαρ闘『Oρ◇△㌔B卜Ch’医CM∈既E◇ρHC◇B”糊』
　　”酬B酬α闇4憾K鱈MαBA◇yNK◇B明A’凹”4”ρ◇闇ゆA醐NfBα
　　　　　　　　　　　　　　　　令　　”◇H△◇田《C㌔曲VA開M”◇AB◇ρ◇B』ρ◇ろ「ρ4E…凸’凸B◇A◇Cム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令　　　　　含　　EAoyTK闘糊A”α曲v闘◇yE闘田凸。ρを”◇cα酬陰《TLl遡M◇”
　　ムB◇ρ㌔X◇TεA罵酬∈YH。》凸罷ρ◇K…陥AB◇ρ鴇酬「◇田α臼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．69，110V，6738（1230））
市長官とボリスの子スメンは、イヴァンコ、ヴルンコの子ヤキム、およびプロ
クシャ・ラシネフに対して再び町全体を蜂起させた。彼らは民会から繰り出し
て多くの邸を略奪し、ブルトカの子ヴォロスを民会で．．．．．．殺した。．市長官
が「お前は私の邸に火を放とうとした」と言ったので（人々は）プロクシャの邸
に火を放った。
連辞の代わりに人称代名詞TLlを用いた場合も同様である。
　　＿　　　＿含　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈》　KNろh濫∈CTOC＾d“ρ”C＾αCB◇睡丁』ICAqもCkLI”NαB宝V60ρε《闘ε
　　M◇r◇yE』IT”cTB』ρAHc＾αB◇M』¶①”Mα醐網εro皿◇cαA』NH｝』一
　　CTB◇》’ρεK◇田α氷6闘◇8◇r◇ρ◇A』博H●《陰A”BH翻α陰「o》’◇眺濫ε
　　令　　　　　　　　　命　　　　　　分　　ρε’《EεろLBHN』1＞＞’ρεTB』ρAHCAα0《T◇M◇y給CMhραA』◇濫εBH純Ll
　　　　　　　　　　　　　命　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　M◇酬”奮丁◇y9ムB』1。Eρα』給OB』”◇c“A網”v』CTB宝¶B』甜ろ宝X』》●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　粂　　N◇B「◇ρ馴器ε⑳B叩田4《K”A。嬰宝丁◇yB開罵「◇’皿K
　　撚M㌔KρT』鯉竺鴫BH髄』IMoy麗∈A”…丁汁凸丁◇6εC△
　　　　　　　　　　　　　　　　　食　　kA4”A給M’h■凸c∈麗α田』門◇C凸A麗H’αB　T◇CA”〔BAαA闘M1ゴ〉〉
（p。59，91R－V，6726（1218））
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スヴャトスラフ公は自分の千人長を民会に送り、「私はトヴェルヂスラフと共
にあることは出来ないので、彼から市長官職を取り上げる」と言った。ノヴ
ゴロドの人々は「彼に罪があるのでしょうか」と雷った。「罪はない」と彼は
言った。トヴェルヂスラフは「私に罪がないと聞いて私は嬉しい。ところで兄
弟たちよ、市長官職と公位にっいてはあなたがたに（決める）権利がある」と
言った。ノヴゴロドの人々は「公よ、彼に罪がないなら、あなたは罪なくして
人を罷免しないと十字架に口づけして私たちに誓ったではありませんか。私た
ちはあなたにお願いします。これは私たちの市長官であり、そのことにっいて
は譲りません」と答え、和解した。
　このような使用を背景にしてみれば、次のような場合も単に過去に行なわれた結果が現
在に及んでいるというのではなく、話者の事実の確認乃至行為が行なわれたとする主張
（＿＿したではないか）と考えることができよう。
M』CT紐CAαB』》Kε闘k◇CTA翻丁””’h’”AB46◇A◇A闘M閥ρd曾C’』”◇B－
r◇ρ◇ム甲CT醐“4飾耶A朋”四〇凹◇γ願宝臨皿』AK五ICT粥脚〇
一皿◇CAd皿αAαρ踊◇睡αCOV』Ckα「◇5kL「i◇ρ「1◇《1くA“N△陰M「』TH　Cハ’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令”宕丁◇y醜五I　C㌔TOE◇1◇◇EHA』1。C駈瓢ρ◇CA凸B◇M』睡丞I　OE”Aα’o◇γ
　倉
MoyM◇闇◇B「◇ρOAh甲HNOBOT』ρ濫司H爆HYTO給CHα団hA』
B◇AOCTH聾凸田ε凹麗◇6r◇ρ◇A』CK◇”曜6◇AOk’h　B’』C”AT”。M”ρ’h　C　N4－
　　　　　　　　9MHB罵』MH。ムKρTL陥”dM㌔｝宝A◇yHOαKρ』BH闘印ρOA腿B“凹Mε’》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P。56，85R，6724（1216））
一方ムスチスラフ、コンスタンチン、および二人のヴラヂミルはノヴゴロドの
人々と共にリピツァ河畔に陣を布いた。彼らは集まった軍隊を見て、百人長の
ラリオンをユリーのもとに使者として送り、rあなたにあいさつを送ります。
私はあなたに対して含むところはありません。ただヤロスラフに対してのみ敵
意を持つのです。私の家臣とノヴゴロドとノヴィ・トルグの人々を自由にし、
あなたがかつて手にいれた私たちのノヴゴロドの領地のヴォロクを返して下さ
い。私たちと和を結んで私たちの十字架に口づけして下さい。血を流さないよ
うにしようではありませんか」と（言った）。
闇ocA4［M”XdH＾司KL憾ρ◇cAdB◇y隅A翻Aoy月ρ◇K田一”闘曙A’麗BムN－
k凸丁8A◇ρk◇B明A・ρ6K4・《OOCT◇y朋C稲◇A◇kd・”YT◇給CThNOB一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令
「◇ ◇Ah 。除丁。E◇ゆC瞬＾◇ゆ響甦畢’dKρ嘩＾◇γ恥
nρ幽ρOC＾α●《TONε①CT◇yn脚dKρh瑠な八◇yゆ。B』le◇Eε凸m
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C◇Eを・〉＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．68，109V，6737（1229））
そして（ミハイルは）ヤロスラフのもとにプロクシャの子ネズジラ、トゥドル
コの子イヴァンコを使者として送り、rヴォロクとあなたがたがカづくで占領
したあなたのノヴゴロドの地から手を引き、十字架に口づけしなさい」と言っ
た。ヤロスラフは「それは手放さない。十字架に口づけもしない。あなたがた
はあなたがた、私は私だ」と言った。
次の例もこれに属するものと考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令ΦρAろ酬εHBCHB◇齪◇A聡田X』BbろAゆE網…ろ＾酬Cρ棉ρ◇。酬ε
　　　　　　　　　　　　　　　　　？M柚細εT』脚』闘c凸K◇8凹紹h’4ηρB凸BεA舗哩4訓田4囲”4n湘凸’
鴎hρBO給“ρH田』A㌔田田㌔c◇yA』0ろdM陥1濫εA驚梱幡図ろ8舳α’
開n倉”CToy“”B杣∈k』「ραA◇y●◇「”h巳』Bερr◇田α’AρhM宝CTLB㌔
　　　　　　　　？Xρ凸MLI’T㌔rA明ρ』OA』KCα◇yろhρε8㌔”AαMε闘も’糀CTB◇ρ睡Eρ酬
“ρ◇THB◇y”M』¶ρ睡ろBαB』EρaTα”CαKα願給r◇潔εCA柚k’郷◇CdA凹
　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　令蛤r◇　閥凸　“ρ奮CT◇A宝’　Hρ∈曹　《Aα》K壬廷塾主雌’昼ρα’T（玉K◇　　eTB◇ρHAL’
　　　　　　　　　　　　　　令“ρOCTH　M州εoαCεTB◇給輔ρTB◇’〉＞　　（p。46，65V－66R，6712（1204））
フリャギとすべての司令官たちは、イサキオスの子が彼らに約束した金と銀を
好み、皇帝の命令を忘れた。まず金角湾に到着して鉄の鎖をこわし、町に近付
き、四カ所で教会に火を投げ込んだ。その時皇帝アレクシオス（三世）は炎を
見て、彼（イサキオスの子）に対して戦わなかった。彼は（自分が）盲目にした
兄イサキオスを呼び寄せ、彼を帝位につけ、r兄さん、あなたがこうしたので
す。私を許して下さい。これはあなたの帝位です」と書って．．．．．
　ビザンツ皇帝アレクシオスニ世を盲目にして帝位を纂奪した弟のイサキオス三世に対し
て、アレクシオスは復讐を誓い、，慰子を脱出させた。息子は第四回十字軍と共にコンス
タンティノポリスに迫り、町に火を放った。これがこの箇所の背景である。Aム出ε総C”
丁砿◇CTBOρ撒』というのは、イサキオス三世がアレクシオスニ世に対してコンスタン
ティノポリスが焼け、略奪される事態に至らしめたのをアレクシオスニ世のせいにするた
めの科白である。
　二人称複数の場合も基本的には単数の場合と何等異なるところはない。相手の非を鳴ら
して弾劾する文脈に用いられる例として、次のようなものがある。
B「』TO》K∈AεT◇”ろ「◇睡”BC∈B◇A◇A』Y』ρM』睡』1睦g　C”㌔CT◇CAα一
6＾』・πραBN8KL◇＾r◇BL・BN◇γ陥1ρ◇C－B酬ろρ◇γCH・盆
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　　　　令　　　　　　　　＿
ρεK凸■《6ρ4MO晒陰CTf　oB’k闘△ろ△日OB∈C”A開B監I　B「』「αA闘叩闘o蝕k◇
ろ＾◇A舳●囲O＾O淵＾凹総CT6◇ykOρ』”凸BC電XL’”曲ToyBαM』
　　　　　　　令Y△CT闘B’』ρ◇yCドO睦ろεMA冨’〉〉　　　　　　　　（p．53ッ78V，6722（1214））
同じ年オレグの曾孫、スヴャトスラフの子、フセヴォロド・チェルムヌイは、
ロスチスラフの孫たちをルシから追い出し、「お前たちはガリチで、私の兄弟
である二人の公を罪人のように吊し首にし、すべての者を辱めた。お前たちの
分け前はルシの国にはない」といった。
また次の例はアオリストとの対比と言う点で、きわめて興味深いものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？　　　＿　T』「A儲E◇yB唱A。B瓢丁ムTαρ一’◇激ε朋A蓉丁』哩TH”K”ろH
　nρOT闘B◇yHM㌔¶“ρ睦CA棚“翻◇CAL薗OK』ρ◇yCK』IM“NろεM』’《Cε
　CALl田凹M’h◇湖くε闘AεT〔“ρ◇T”B◇γN凸C「hg騙OCA◇y田“B田∈“◇A◇5b｝h。
　αM柵醐甜ろ∈MA擁ろ鵬XOM㌔’N既rOP◇Aも6α…X㌔’NHC∈A』
　B4…X』’闇MB4c』”ρ”AOXOM』0”㌔和ρ”A◇X◇M』EMh¶oy甲州睡
　N“x◇A◇“L曝劉M　KONゆc“o　CBO給Nα醜o「“Ll憾“◇AOBY∈彫α凹
　B罵MτTεC”ムMHM腿ρ』’蜥B監IE㈱T』跳B4M』●4E闇丁ε開XL
　OOT◇A働丁◇B4ρ』1給M＾HTεKC◇Eε’ろ州雌C＾』闇《X◇M』’㈱凹
　B凸M』MNor◇ろA4eTB◇ρ團』“。T◇r◇雁ム富A酬M五田鵬M㌔0〉＞
　　倉　　　　令　　　＿
　T◇濫ゆ◇yCT闘睦闇ろ凹”日OCA◇y田醐凸’跳”◇C晶田ろE”眠’凸CαM凹
　”OHA◇団d暉ρ◇THBoyHM』’””εA◇田』A㌔雌◇A…』肱’闘CTa…N“
　A舵”ρ宝¶”ρHCM山4k闘”M』BT◇ρ◇給“◇CA』ITαTαρ凹’ρεk◇y聴
　丁α1くO：　《凸　　旺｝CTε　閥◇CA◇　皿凸A將　“◇AOB』Yb。　凸　網◇CA』I　N凸田α　給CTε
　　　　　　　　　　　　　　　　　令　型1’d睡Aε丁日ρ◇丁闘B◇y醒凸’T』B監mo鯉AHTε04型B“C』Nε
　巡’A“BC宝M㌔E』’》　　　（P・62，97R－98R・6732（1224））
　この時タタールはルシの公たちが彼らに向かって攻めて来ることを知り、ルシ
　の公たちのもとに使者を送って来た。r私たちは、あなたがたがポロフツィの
　言うことを聞き私たちに向かって兵を進めていると聞いていますが、私たちは
　あなたがたの国も町も占領していません。私たちはあなたがたを攻めに来たの
　ではなく、ホロープであり自分たちの馬丁である異教徒のポロフツィに対して
　神が差し向けられた者として来たのです。あなたがたは、私たちと和を結び、
　彼らがあなたがたのもとに逃れて来ても、そこから彼らをたたき出し、（彼ら
　の）財物を自分のものにして下さい。なぜなら私たちは彼らがあなたがたに対
　　して多くの悪を行なったと聞いているからです。私たちが戦っているのもその
　ためです」と。ルシの公たちはそれに耳をかさず、使者を殺し、自分たちは彼
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らに向かって兵を進めた。彼らがオレシエまで行かず、ドネプルのほとりに陣
を布いたときタタールは彼らのもとに二度目の使者を送ってきて、「あなたが
たはポロフツィの言うことを聞き、私たちの使者を殺し、私たちに向かって兵
を進めていますが、（それなら）来なさい、だが私たちはあなたがた（の国）を
占領したことはありません。神がすべてを知っておられます」と言った。
　ここにおいてタタールの汗が送った第一の使者の口上には、過去時称としてすぺてアオ
リストが用いられている。これらは三人称複数のCTB◇ρ”田4を除いて何れも一人称複数
であり、二人称複数ではないけれども、全体の調子は明らかに客観的な事実の叙述によっ
て自己の立場をルシの公達に説明しようとするものである。
　ところがルシの公たちが使者を諌殺して出陣すると、第二の使者の口上は一転して相手
の非を鳴らす威嚇的なものとなり、過去形はすぺて完了形にとって代えられる。ここには
一人称複数も一例用いられているが、これも後に見るように「我々が攻めたのではない」
という事実の確認の主張になっていると思われる。
　このような使用を背景にしてみれば、イストリナが「行為をその結果において主語に帰
属させる」例として挙げている二人称複数の例も少し異なったように解釈できると思われ
る。再録すれば、
05BfT㈱巌ε’《…ρ4陛X。V壬ML’M。γ湘。γM州壬’4．A4＾fV壬
陰CT6…”’HB』1皿A”蛤CT日Kup』IEN鵬ρoγX◇’》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．56，85R，6724（1216）
彼らはr私たちは和を望まない。私たちのところには勇士がいるが、あなたが
たはは遠くまで来すぎて、陸に上がった魚のようになっている（魚のように出
てしまっている）」と答えた。
　これはノヴゴロド軍を率いたムスチスラフとコンスタンチンがリピツァ川に布陣し、フ
ザ川に布陣したヤロスラフとユリーに使者を送り、ヤロスラフに宿意はあるがユリーには
敵意をもっていないことを伝え、捕えられているノヴゴロドの人々とノヴィ・トルグの人々
を放し、ユリーが奪ったノヴゴロドの領地であるヴォロクを返して和を結ぽう、と提案し
たのに対する答えである。したがってこれは単に「お前たちは遠くまで来てしまって居り、
陸に上がった魚のようになってしまっている状態にある」という単なる「完了」の意味と
いうよりは、相手に自分たちの状態を確認させる威嚇の言葉であるとみるべきであろう。
　一人称単数の場合には、話者、従って主語が、自分が一定の行為を行なった、あるいは
行なわなかったことを主張し、相手に印象づけるような文脈に用いられることが多い。例
えば、
T』「A4巌εKN鰐』η◇CA4M麗田怜B』πA』CK◇BL’ρεK4’《皿OHAHTεCL
482　ことぱの構造とことばの論理1論文篇
MN◇1◇N凸腿oyThoαろAαム◇B凸C’h∈CM』”εM』ICAHA1ゴ髄”k◇T◇ρα「◇
濫ε’α丁宝X、MHB監IAαHT∈●KTOM△◇E凸AH＾㌔K』B凸M』’》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P・66，105R，6736（1228））
そこで公はミシャを使者としてプスコフに送り、r私と共に出陣しよう、私は
あなたがたにいかなる悪も企んだことはない。私についてあなたがたに中傷し
た者たちを私に引き渡しなさい」と言った。
あるいは、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　公　　＿漏◇cA醐酬OB「◇倉OA甲陥「吟ρ』「翻dT』ρ氷』陥9B●MoyO（＜K階
？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令騨◇y“凸M』A宝TA薗αCαM舗◇聡A闘C』T㌔ρ氷』Koy’》rゆρ閉ρε
睡OC＾◇M恥。《B五1醐丁∈M闘はk脚欄凸”K◇B闘耽MH脚◇ρ凸丁◇yA◇一
ρ◇B閃A…9閥田』1ム“A”TεAH。“嗣◇開A』給CMhk◇椛丁』XB宝ρ』ゆ’
α給ΨεBOAX◇BOMも”凸調◇ゆ’＞＞　　　　　　　（p。64，100R－V，6732（1224））
ノヴゴロドの人々がトルジョクのユリーのもとに二人の市民を使者として送
り、「公よ、私たちのもとに子どもたちを返して下さい。そして（あなた）自身
はトルジョクから出て行って下さい（と伝えた）。ユリーは使者にr私にイヴァ
ンコの子ヤキム、トゥドルの子ミキフォル．．．．，．を引き渡しなさい。引き渡
さなければ、私はトヴェリ（川）で馬に水を飲ませてきたが、ヴォルホフの水
も飲ませることにしよう」と言った。
　ここでは“O凹A㌔leCMhはすでにトヴェリを征服したという事実を主張して、相手に
印象づけ、威嚇の効果を高めているということができる。
　このように一定の行為を行なった、あるいは行なわなかったことを話者が主張し、相手
に印象づけようとするところから、一人称はr一定の行為を行なった、あるいは行なわな
かったにも拘らず、これこれの事態が生じた」というように、逆接を含む文脈のprotasis
の中に用いられるようになる。例えば、
HCA五1田dB団印＾』Ck◇B岬’㈱“AをT』闇盟M“Nろ』’闘ろαTB◇一
　　　　　　　　　　　　　　令　　　　　　　＿ρ醐αCAB』r◇ρ◇ム宝。湘印Oγ田dkC◇E宝●K湘ろム濫εn◇CT◇憾BL翻4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禽A8Eρ◇朧B』c四△丁闘CAB”◇B』r◇ρ◇・．．．睦”ρ…』A』CTB◇ρ腿
　　　　　　　　　　　　　　　　傘B宝YεB覧8AdA』lv』睡廿AB◇ρ宝Hρε’kLk◇《NεM五ICA一A’h給CM』A◇
nA』CK◇B縫Y卜「ρ◇yE“HVε「O渚を¶』堅竺陰CM』8』1A』B』K◇ρ◇一
Eb鳳X』●Adρ五田αBOA◇k』1凹◇B◇甲』。α◇””MA◇E』ΨhCTB◇BdA”●〉＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．66，104R，6736（1228））
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プスコフの人々は公が自分たちのもとに向かっていることを聞いて町に立て
こもり、自分たちのもとに入れなかった。公はドゥブロヴナにしばらくとどま
り、ノヴゴロドに引き返した。＿＿（ヤロスラフ公は）帰って来ると、尊師の
邸で民会を開いて、「私はプスコフの人々にいかなる悪も企んだことはない。
それどころか錦や果物の贈物を篭にいれて持って行っていたのだ。それなのに
彼らは私を侮辱した」と言い．．
　次のような例は逆に順接をを含む文脈のapodosisに用いられていると考えられるから、
前の例の変形であると考えられる。rこれこれの理由があったから、私はかくかくの行為
を行なったのだ」という行為の正当性の主張である。例えば、
　　　　　公　　　　　　　　　＿　　　　　　含　　湘ムToyろ闘Moy”ρ闘Aε眩”ろトMbCT”CA4。M』CT”BA凸B”｝も。閥4T、ρ｝
　　陥陥OH賜M“AB◇ρA眺CTOCAαBA”¶”◇Cα酬凹K“◇k◇B凸皿4，4
　　T◇B4ρN凹X覧k◇「◇ρ◇yKαAOHAεT』’4BNO6㌔「oρOA㌔“ρ闘CA“0
　　（〈ド＾α開舳CACT柚C◇ΦH闇rρOEoyorAM◇陰rOHBC宝M矧OB－
　　r◇ρ◇Ah曙εM』●麗ρ…hA鵬CMhK』β4M』’CA訓4B塾”4C”＾』給①
　　K髄Aろ』●”濫dA』M闘CB◇給m　O甲閥Ho》　（p。51，75V－76R，6718（1210））
　　同じ（年の）冬、ムスチスラフのムスチスラフ公がトルジョクに来て、スヴャト
　　スラフの廷臣を捕えた。彼らは市長官に枷をはめ・手当り次第に財産を（奪っ
　　た）。彼（ムスチスラフ）はノヴゴロドに使者を送づて、r私は聖ソフィア教会、
　　私の父の棺、およびすべてのノヴゴロドの人々にあいさつを送ります。私たち
　　は公たちによる迫害のことを聞いてあなたがたのところに来ました。私は自分
　　の世襲領地を哀れに思っています」と（言った）。
伽論総IM△丁備B闘。B宝r。ρ◇A舳V一ろr◇湘闘丁闘⑩
鳳ρOCA酪4iろrOρo△αglC罵B◇NH田d曲YεM㎞ρ◇CAαBA闘AB◇ρ宝
…K齢ろ略日OIAε踊ろ「◇ρ◇A岬◇”6BOA”¶◇B「OρOA閲撒日O－
CA醐“OAM劉丁ρ隅凸＾働”Aρ◇B開Yα’AM”Tρ”1鞭①ρ∈C△OTαk◇
ρ∈Kα’《陛XOVゆBろAT開CT◇A4岡をρ藪A㌔CTP』1εM』CBOεMh〉〉●IE圃α
睡◇Br◇ρ◇A甲匠Y凸A”凹oαはρ◇CAαB㌔睡凸Y4皿OA陥IKO皿凹丁田△網◇Bも一
r◇ρ◇A㌔’1曲“◇cAαA㌔K岡ゆ丁凸丁凸ρhCK◇yρ凸THE◇ρα’n◇Mov”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　傘
臓ρ。CANαN。B』「。ρ。A㌔’c6。yvゆ饗脚ろ』Bαc”＾世瓢ρ。c＾α附
nρ”CA“◇C梱B”OBLr◇ρO’戸εK《丁凸’《KA凸”樋CACT◇置C◇ΦhHOl
M◇y》KεM’h”◇BOρ◇A瞳εW』o　CA』1田凸A』εCM』’凸》Kε臨ρ◇CAαB』”AεT』
閥4髄OB』roρ◇A，ゴ　C◇Beε1◇C開A◇旨◇CBOε1◇。l　AMHTρHi　c”ερε一
鳳cA4B叩”。，「A魅C』eM◇A”△陥置9濯4A』M”¢B㈱OY耶屡’》
484　ことばの構造とことばの論劇論文篇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p。88，148R－149R，6778（1270））
この年ノヴゴロドで騒乱が起った。人々がヤロスラフ公を町から追い出そうと
し、ヤロスラフの屋敷に民会を召集した．．．．．，公は渋々と町から出て行った。
ノヴゴロドの人々はアレクサンドルの子ドミトリーを迎えに使者を送った。ド
ミトリーは次のように言って断わった。「私は公座を自分の叔父より前に占め
ることは望まない」と。それでノヴゴロドの人々は落胆した。ヤロスラフはノ
ヴゴロドに対して兵を集め始めた。彼はあらかじめタタールの皇帝ラティボル
の許に使者を送り、ノヴゴロドに対するための援助を乞うていたのである。ヤ
ロスラフの子ヴァシリー公はこれを知って使者をノヴゴロドに送り、次のよう
に言った。r聖ソフィアとノヴゴロドの人々に挨拶を送ります。私はヤロスラ
フが自分の軍勢のすべてを挙げ、ドミトリーがペレヤスラヴリの人々を率い、
またグレブがスモレンスクの人々を率いてノヴゴロドを攻めようとしているこ
とを聞きました。私は自分の父祖相伝の地のことが心配なのです」と。
　一人称複数も例は少ないが原則として以上述べたことの何れかに属すると考え七もよい
であろう。
行為の確認に属すると考えられるものとしては、次の例がある。
　　含＾岳曲M開岬”C畑C”◇K＾。”。M』《曝⑩YT◇給CM』1
　　型B◇A卜0A◇y「oyO霞A』CkOB㌔0A◇丁五1『OA◇yMεvεM』●T◇「◇CA
　　BC匿rO切CT・y眠M』’αVTOεCM酬』HM凸＾闘Moy濫湘Bα田閣XL●
　　4丁枷HCAρ◇ろM舳M粘’M』IBα田田oyCT闘M㌔●αBLm醐H躍◇yCT囲一
　　丁ε＞＞OIT凸＾M＾hCK◇B』Cko卿”◇yCT肥胡Oγ闘ρ剛αCA’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p。78ラ129V－130R，6750（1242））
　　この年ネムツィが探拶をもって使者を送ってきた。「公のいない間に私たちが
　　武力で奪ったヴォヂ、ルガ、プスコフ、ロトゥィゴラのすぺてを引き渡します。
　　そして私たちが捕えたあなたがたの人々を交換しましょう。私たちはあなたが
　　たの人々を釈放します。あなたがたは私たちの人々を放してください。」そこ
　　で人々はプスコフの人質を釈放し、和平を結んだ。
このようにしてみれば、次の例もここに属すると考えられる。
（Φρ△ろ凹）C凸MHKCOE日CH’《O濫ε湘αM』”6T◇yHC4K◇BH耽C
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令　　公
照M』氷ε’陰CM日ρ…AH。A“A◇γVε”』1給CT』oyMρεT”◇y緒ρ△「ρ凸’
椛》κ壬A闘C』Cρ凸M◇M』①’hHT凹・》　　　　　　（p。48，68R－Vラ6712（1204））
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皆は互いにr（私たちと）共にやって来たイサキオスがもはや私たちのもとに
いないのであれば、恥と共に立ち去るよりはツァリグラドで死ぬ方がましだ」
と（言い合った）。
これは第四回十宇軍がイサキオスを殺されて言う場面である。
三人称の場合は何れも話者の行為の存在の主張乃至確認をあらわすと思われる。
　　　　　　令　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？　”A即X6“陥闘◇BLr◇ρ◇A』CK』田脚◇”T』B』ρ◇y¶◇ろB州㌔聯一
　CAαB◇M卜’”KA凹M◇Mh　M開丁ρ◇四〇A”TOM』o　CTαB闘A7h　E◇K｝「O　EA皿1ε
　　　　倉　　　？　　？　　　　　　　　　　　　　？　　公
　”ろACA4C㌔陰”n』1ρ◇yC梱肱◇EA凸CT”’陛CAαB岡ρ・ゆ「ρ凸04闇一
　Φ◇閣丁』TdkOM』ABA拙ε・《NεA◇¢T◇”曲陰CTムCTαA』・◇濫ε醒∈
　　令　EAr眺陰CT』①BεA”観αr◇CEOρα¶HCTαBA眺・》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．28，25V－26R，6657（1149））
　ノヴゴロド大主教ニフォントがイジャスラフと府主教クリムに呼ばれてルシ
　に行った。イジャスラフがツァリグラドに使者を送らずに、ルシの領土の主教
　たちと共に・彼を（府主教に）任命したからである。だがニフォントはr（府主
　教は）大本山によって祝福を与えらていないし、任命もされてもいないのだか
　ら、彼はふさわしくない者になってしまっている」と書っていた。．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令”T8。EαA凹CT凸B◇＾。A闘岬H鰯岬韻8。め・《凹髄εHM睦・k騙継ε・
　　　　令　　　　　　　令B宝ρLIEρ4丁田恥ゆ塑』MTAC』EεT4AHC』Y』ρ””「◇BhCkLロM闘
KN鰐H’》HT右Mh給◇EA叩ρAろ備CT柵K翻ろH●闘BC壬B◇A◇A』
　　　　　　　公”ろM鵬’凹MoyHX』●HCKOBαB』。罷◇CA凸給B』BOA◇A睦M騒ρ』。α
C凸M』睡◇闘A∈C’h闘08『◇ρ◇A『”。醗C’』KA肥εT”凹k◇M凸”《ρAろα”』一
C監Oy隅OA◇CT卜。　　　　　　（P・50，73V，6717（1209））
そこで（二人の）ヴラヂミルの子らは自分の兄弟たちを中傷して、「公よ私たち
二人の兄弟を信じてはなりません。彼らはチェルニゴフの公たちと共にあなた
に対して陰謀を企んでいますと（言った）。こう言ってリャザンの公本ちは彼ら
を非難したのである。フセヴォロドは彼らと彼らの家臣を捕え、枷をはめ、彼
らをヴラヂミリヘ送り、彼自身はノヴゴロドの人々と（二人の）中傷者と共に
リャザンの地に兵を進めた。
　これは中傷であったが、これらの謳告者の言葉の中にあっては、行為の存在したことの
確認と主張の機能を果たしている。
　このような用法を背景にしてみれば、次の例もまたここに属せしめることができよう。
486　ことばの構造とことばの論倒論文篇
Φ9Aろ”出ε・8B∈AαB』田幽丁α”㈱剛A・B◇給B“田αB◇＾◇CTし
◇K。＾◇r。ρ◇Aα・岡ρ◇c△Y∈◇yMゆρYゆΦ＾ム・《A凸闇凸M』睦c4k◇一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令BH耽④（◇）隔◇睦Aε野㌔曲MεY』Ck◇yM◇y叩ρゆ9①闘ε撒BCMε
n。C＾α”闘・αT◇6εrρ8。給r◇＞＞・M＄倉VゆΦ＾“ε”BC・・E◇憾ρ擁
ム醐儒ro湘Bα●闘oyM◇ρ開B』田εHC㈱B聯●闘ρ∈K◇田⑬ρA一
「OM’h：《◇γM卜ρA㌔給CTho翻ρ”A［Tε凹B腿ム隔丁を囲一・》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p，47，68R，6712（1204）
フリャギはイサキオスの子が捕えられたことを知って、町の周りの領地を略奪
し、ムルツプロスに頼んで、r私たちにイサキオスの子を下さい。そうすれば
私たちはドイツ皇帝のもとに戻りましょう。私たちは彼のもとから送られたか
らです。彼の帝位はあなたのものです」と（言った）。ムルツプロスとすべてゐ
貴族は彼を生きたまま引き渡さず、イサキオスの子を殺してから、フリャギに
「彼は死んでいます。来て彼を見なさい」と言った。
　この場合には行為の存在したことの確認と主張によって第四回十字軍に対するムルツプ
ロスの断乎とした態度が明確に示されている。
　次の例は直接話法ではないが、年代記者の個人的な感慨を叙するもので、一人称の語り
の形を取り、直接話法に準ずるものと考えられる。
　令　　　　倉『◇◇yE◇6。y“。“。y甲岬翼4「ρ製N醐α’。E◇「＾αA』’◇E◇
ρ4T』Oi国L田C脇撚隅翻詫9麗◇◇MAρA慨rOBε甜k◇εOITερ皿騒丁紅
◇罷凸C、’◇潔A醐霞◇K鍋醐瓢’臨K◇濫6C“M㌔ρεkA駈CT』じ《閥εX◇甲ゆ
CMρTHrρ宝…凹ドoy’N◇OSρ岬ε闇肱出HB◇T◇y∈『◇0》1◇CTαBAAεT』
mM㌔OCT4NKLI湘A　O潔凹BA印匿Nα田e　　（p．80，132R－V，6759（1251））
主なる神は私たちの罪の故にあるいは飢え、あるいは戦やその他のあらゆる罰
を下される。しかしああ（なんという）神の大きな慈しみであろう。神は「私は
罪人が死ぬことではなく、彼が生命に還えることを望む」と自ら言われている
ように、悔い改めを期待されて私たちのことを堪え忍ぱれ、私たちが生き返る
ように残り（の生命）を私たちに委ねられる。
　次の例も年代記者のコメントである。底本の編纂者ナソーノフはbK◇の次に引用符を
入れていないが、この年代記の他の箇所から考えて、はK◇に導かれる副文章を引用符に
よって囲み、直接話法と考えても差し支えない。即ち、
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HN”H濫εr＾T』。㈱c壬（sαT4丁凸ρN）coyT』’◇闘HX濫εM藪Φ◇A闇
“凸丁。MもC陥1凹論』・c臨宝丁ε＾hCTB。y給丁』・はk◇《c闘＿
”¢”oyCTLl齢給丁ρ”麗hCK監1憾’coy甲6M〔淵B』CT◇k◇M』HC宝Bε一
ρ◇M’h。〉〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．61，95V－96R，6732（1224））
またこの者たちは、パタラの主教メトディオスがr東と北の間にあるエトリフ
の荒野から来た」と述べている者たちのことだと言う者もある。
次の例もこれに続く年代記者のコメントである。
T“T4ρ酬田』ろ8ρα丁謎山αCA①倉宝KLIA脚ρA’”椛C』曲A4陥’
切k◇yA◇y一’”鵬．c△A舳ム◇”AT』’E㌔曲CT』●
　　　　　　　　令Oゆk◇Aε”ρHAε閣凸翻αろ4rρ宝X』1閥α田α’　　　（p．63，99V，6732（1224））
タタールはドネプル川から引き上げたが、私たちは彼らがどこから来て、再び
どこへ姿を消したか知らない。
　タタールはバツーに率いられてルシの地を襲い、大きな禍いをこの地にもたらした。こ
れらのタタールがどこから来たのかというのが話者の惑いである。これに対してどこに去っ
たかは、さほどルシの人々にとって重要なことではない。これが完了形C◇yT』“ρ”田AH
とアオリストC△A宝田凸の相違として表われたと考えられる。もしそうrとすればこの例
もまた行為が存在したことの確認（及び主張）であるということができよう。
　最後の文は、彼らが来たことが重要なのではなくて、彼らの来たのが「我々の罪の故で
ある」ことが話者の言いたいことなのである。アオリスト”ρ擁A壬が使用されているのは
このためであると解される。
　以上直接話法に用いられている完了形の使用について考察したが、既に見たようにこれ
には人称による若干のニュアンスの違いが認められる。それに対して、単数であるか複数
であるかによる差異は、さほど大きいとは思われない。
　このことは、この完了形の機能が話者に依存するものであることを示している。何故な
ら人称の相違は話者と主語との関係に基づいているからである。もしそうとすれぱ、完了
形の機能は三人称の場合に最も純粋な形で現われるに相違ない。三人称の主語が話者及び
聞き手から独立しているからである。
　このように考えれば、完了形の機能は一定の行為が過去に存在したあるいは存在しな
かったことを話者が確認し、聞き手にそのことを主張するというところにある、と考えて
もよいのではないかと思う。
　一人称の場合には話者と主語が一致するから、自分が一定の行為を行なった、あるいは
行なわなかったことを相手に主張し、印象づけようとすることになると思われる。
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　また二人称の場合には聞き手と主語が一致するから、相手が一定の行為を行なった、あ
るいは行なわなかったことを相手に認めさせようとすることになる。これが場合によって
は相手の行為を弾劾するニュアンスを持つことにもなると考えられる。
　以上述ぺたことが正しいとするならば、完了形が直接話法の中に現われることが多いの
も、よく説明できるであろう。直接話法では話者が顕在的に存在しているからである。
　このような結論を用いて再びイストリナが引用した例を考察するとどのようになるであ
ろうか。これを再度引用すれば次の通りである。
開ρεド◇田α”A駈CK◇B 0ρ翻C＾αB概’fρ』Y踊N《’《T。EεCAロK翻A一
濫EkAα”儒M』。眺E図剛OB「◇ρ◇Ah『εM』ONd“φyT』開日AεM駈0
　　命
凸Eρ』”CB◇酬網田あ団Aα陀M覧’凸CρH濫α陥1給CMεMHρ㌔塑’
陥K◇A監IB州衿陰CTεXOA網B』断C∈ρ壬Eρ◇皿◇HM凸A細’acαM睡”◇H一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令A◇CT日N◇B冨oρOA㌔0ム暉ραBAL剛εCTB◇ρH。r◇ρ◇Aα閥田ろ△CTε。
　　　　　　　公　　　　　　　　　　　　　　　倹α◇yK宝C弱丁㈱●αoyMεAB宝濫εrOA◇曲丁㈱・鰐凸丁◇M田ゆ
　命
日ρ』ゆ靱E…4”凸◇寧ρ宝●酬N凹H皿◇曲A6闘踊’αB盃ゆ◇ろAρ凸B田ε
　　　　　　　　　　　　　令丁α”ρ◇V』¶A圓給CTε闘4岡凸型●T』MLI皿ρ◇T”80γB凸C㌔
C』CTO1◇E『ε1◇開C』“◇KAO翻◇M．．■》　　　　（p．66，105R，6736（1228））
そこでプスコフの人々はグレチンを使者として送って来て「公よ、私たちはあ
なたと兄弟であるノヴゴロドの人々にあいさつを送ります．私たちはは出陣は
しないし、自分たちの兄弟も引き渡しません。私たちはリガの人々と和を結ん
でいるからです。あなたがたはコルィヴァニに来て銀を略奪しました。自分は
ノヴゴロドに出発し、約束を果たさず、町を占領しませんでした。ケシでもメ
ドヴェジャ・ゴロヴァでもそうでした。そのかわりに私たちは兄弟（のある者）
を湖で殺され、他の者を連れて行かれました。あなたがたは（私たちを）苦し
めて見捨てました。もしあなたがたが私たちにに何か企んでいるなら、私たち
は聖母と共につつしんであなたがたに異議をとなえます．．。．．．」と言った。
’プスコフに行った時、プスコフには公が貴族を捕えようとしているという噂がひろま
り、公を迎えようとはしなかった。リガを攻めるという名目で、公がペレヤスラヴリから
軍を率いてノヴゴロドに入ったことを聞いたプスコフの人々は、プスコフが攻められるの
ではないかと恐れ、リガと和を結んでリガに人質を差しだした。ノヴゴロドの人々はこれ
を知って公はリガを攻めると言っているが実はプスコフを攻めようとしていると考え、動
揺した。プスコフがノヴゴロドの同盟都市だからである。ヤロスラフはプスコフに使いを
送り、共にリガを攻めることを提案し、同時にヤロスラフがプスコフ攻めると中傷した者
を引き渡すように命じた。引用の文はこれに対するプスコフの人々の答えである。
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　プスコフの人々がこの二つの申し出を拒否したのは、彼らがリガと同盟を結んだこと、
ヤロスラフがコルィヴァニに行って銀を奪ったことである。その後に続くアオリストによ
る文は事実の叙述である。そこで一応の話は終わり、最後に威嚇的な言葉が附加される。
これが全体の話の流れであると思われる。
　従ってこれは全体が伝達のテクストであるということになろう。直接話法の中に、伝達
のテクストと語りのテクストの混在を認めようとするイストリナの所説は、いささか牽強
附会に過ぎるのではなかろうか。
地の文における完了形
従属文中に用いられている場合
　地の文における完了形が従属文中に用いられる場合、地の文に用いられている完了形は、
独立して用いられているものと従属文の中にに用いられているものとに大別される。従属
文の中で用いられているものには、明らかに主文の述語より以前に行われた行為を表わす
ものがある。例えぱ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　？　　闘C竃△∈田“◇Br◇ρ◇A彗”’猛6C隅ろ爪匿Φ’M鞠』0…”“◇CAα眼”◇
　　聯巷A’n◇脚響ム㈱。”脚AεN』恥c＾凸CN』CB◇闘ρ◇c『
　　丁凹CAd6◇”くεT◇H　nρε陥1A’h’　　　　　　　　　（p。26，22R，6649（1141））
　　そこでノヴゴロドの人々は、9か月問公なしであった．．．．．．彼らはユリー公
　　（D17）を迎えにスズダリに使者を送ったが、彼は行かず、自分の息子ロスチス
　　ラフ（D171）を送った。この者がかつてそこにいたことがあったからである・
　　凹舗｝A碗』M陥X甜＾㌔一ρrめ¶◇隅c一。ゆM◇y細
　　閥◇B◇「◇ρ◇A』eK』漏薗”ραB”TL　Tφ呂4ρ◇B’h　YT◇”◇”M4A監”4T『hρ一
　　濫』K◇y。””OCB◇酬呂OA◇CTH’　　　（P・64，101R，6733（1225））
　　同じ年ミハイル公（G41）は、ノヴゴロド市民をつれて、ユリー（K3）がトル
　　ジョクと自分の領地に課していた財物を取りに、彼の許に行った。
”ρ凹A〔kNろ』MHXα”AL”C鴨ρNH「◇BαB』N◇B』「◇ρ◇A㌔一9HBA4
CB◇E◇ム◇yCM』ρA◇一論△αNH一＾αTHT腿・kT。CBε濫備
MV燃給4MA衿’αCHML，日◇BεAε’陥丁◇CAε濫脳Th。KαKO
型旺ρεA闇”k”ろ”●TαK◇”A“T”TεA4N』0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．68，108R，6737（1229））
ミハイル公はチェルニゴフから来て．．．。．．他の土地へ逃げていたスメルドに
5年間貢税を払わなくてよい自由を与えたが、ここにすむものには以前の公が
定めたように、貢税を払うことを命じた。
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　　公　　　　　　　　！ひ
　TOIろ…』mρεCTdBHM”TρO罷OAHT』旺丁ρ』BC鍋ρ◇yC陛’”αM◇C一
　　　　　　　　　　　　　＿　　令　　＿　朧’m◇A◇氷…“IB岡ρB闘C』匿絶E｝＆●燃6C凸M』”《Yα＾罵A凸丁”
　kAM印◇y・　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　（p．98，164V，6834（1326））
　同じ年の冬、全ルシの府主教ペトルがモスクワで亡くなったので、人々は彼を
　彼自身が石造で建て始めた聖母教会に葬った。
次の例もこれに属するものと解することができる。
B』舗・”ρHX◇A魏CB卜一K町』C覧論◇M』B』・抽εk』・
　Nα『◇CTh’眺ε睦一㍗MOρ』b幽B』薗「。A◇A圃Xヒ”EH皿凸C△’
　N一◇yc“㈱腫細YT◇渚ε。㈹＾oγY…α』睦X』Or’＾◇A』陰¶ろE匪田α”X』
　”◇AOyT◇ρ49CTα’　　　　　　　　　　　　　（p。26722V－23R，6650（1142））
　同じ年スヴェイの公が主教と共に⑤0隻の軍用船に乗り、3隻の船で海の向こ
　　うからやってきた商人を襲った。彼らは戦ったが、何も得ることができずに彼
　らの船を3隻奪い、彼らを150人殺した。
　田胡は、現代ロシア語の感覚で言えば、不完了体動詞に属する移動の動詞であり、従っ
て「外国から行きっっあったところの」というように、過程を表わすもののように思われ
よう。しかしこれが完了形であることにより、上述したことから、「外国を出発した」のよ
うに解すべきであると思われるのである。次の例もこれと全く同様である。
踵αT◇濫εA艦丁◇詫A◇田“A酷””｝””◇BoroρOA』CT朋BLMαA宝¶
◇yvゆB』「給ρ「H◇濫εB』M“A廻胆。凹”◇CA凸闇ろ△E壬ρA凸A』CK凸「◇
C’h　B◇k開6闘B’』皿εCA＿　　　・　　　　　　（p．28，26R－V，6657（1149））
同じ年の夏、ノヴゴロドの貢税徴収者が小人数で通行していた。ユリー（D17）
は彼らが小人数で出てきたのを知り、ベルラヂスキー公を軍勢とと共に送っ
た。彼らは戦い．．．。．。
　この場合も「小人数で通行しつつあった」というよりは、「小人数で出発した」と解すべ
きである。ユリーが確認したのは「小人数である」ことであって、「通行しつつあるjとい
う情報ではないのである。過程を表わす次の例と比較すれば、このことは明らかであろう。
6睡恥Hk◇y”』曙〔”¢AL置閥OB「oρ◇AhC陥響憾’”ε”◇y甲dxoy呪ρ◇yc”。
H◇”囲εXOTAX◇γ閥”◇r◇k”ろ△ゆρ凸ろ曲CT◇翻㌔AKα曹HB』A4”M』
CT◇恥Akd¶一CB◇蛤吟ρ◇yK◇y’B』ρ◇丁凹BCA「ゆρ『H。◇器ε”◇yCT”AL
C恥CB◇”N◇B◇yr◇ρ◇A◇y●凹◇yCA訓α田dN◇B宝r◇ρ◇A宝一閥◇CT◇一
”巻＾K㌔凹AεT』K』麗HM謄Bcε宝MH＾ゆAhMH薩X』」閑αρ◇cTH－
CA《¶BLC凸A肥dBM””A』△BOρ』OC竃AεB珊4●AOM剣謎’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．26，22RπV，6650（1142））
（人々は）ノヴゴロドの主教、および商人たちをルシから行かせなかった。ま
た彼らはスヴャトポルク（D114）以外の他の公を望んでいなかった。そこで彼
（フセヴォロド（C41））はみずから彼らに手ずからスヴャトポルクを与えた。ユ
リー（D17）が自分の息子をノヴゴロドに送って誓いを破ったからである。（人々
は）ノヴゴロドでスヴャトポルクが彼らのすべての人々をつれて彼らの許に向
かっていると聞いて・ロスチスラフ（D171）を捕え・主教の屋敷に閉じこめた。
彼が座していたのは4か月であった。
次の例もこれに属すると考えられる。
HろE醐dK◇P枷「OP◇AYαN㌔OKT◇E駈1ALρ◇yc“BKO卵A卜CKOM』
r◇ρ◇△K宝’闘B’hBε△◇田αK　COE宝N宝Mqh’　（p．94，158R，6822（1314））
コレラの町に来ていたルシ人の市民をコレラが殺した。
　この場合、E』1幡はアオリストの靱EHU凸と同時の行為ではなく、アオリストで表わ
される行為以前に既に居たことを示すと考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　令　　闘憾K◇C恥CT◇yn”田凸CA唱蚤ICTP《…◇醐◇E◇岬ε’はK◇Nε呂”A《A閥
　　”闘◇甲’N踊△嘔ムHo　　　　　　　　　　　　　　（p。86，144V，6776（1268））
　　彼らが衝突すると父たちも、祖父たちも見たことがないほどのおそろしい戦い
　　が起こった。
　次の例はこのような用法に当たらないように思われる。あるいはこれは旺6HムムAHと
いう表現が固定したものであるかも知れない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　令　　闇o閥ムεC』CB◇關M凹◇AK』IK”ろH’lc“◇Br◇ρ◇A哩旧E』1ろOA』
　　”◇yT』0αK五1器εNεB”AαA”N”A網”’N闇◇v隔5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p，81，135V，6764（1256））
　　そして公は自分軍勢およびノヴゴロドの人々と共に進んだ。旅程は困難を極
　　め、昼も夜も弁ぜぬ程であった。
これ以外の用法では説明がつかないものは、次の一例のみである。
　　　　　＿　　倉　oc宝A6CTocAα’ρ眺田k◇y’「◇P◇A』り』M』CT翻CAdBA』’c』肌AkLl
　B’h†TLICA甲』’M』CTHCAαB’』｝KE　C▼』B◇A◇ムHM”ρ◇Mh　e’』“A』Ck◇一
　B』C陥陥π◇脚6』ρ寧X、B』1ε’C』丁覧OT◇AHK◇B◇Be壬X』B◇麗
　E憾田εTh暉H“ρ開『◇”腫OA隔皿◇E｛i『A”騒POV』。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p。55，83V－84R，6724（1216））
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スヴヤトスラフ（K6）がムスチスラフ（」51）の砦ルジェヴァを一万人の軍隊を
率いて包囲した。そこでムスチスラフはプスコフのヴラヂミル（J52）と共にた
だちに500人の兵をもって出発した。それが軍隊のすべてだったからである。
彼が追ったので敵は逃げだした。
　この場合直訳すれば、r彼らが逃げてしまうまで彼は追った」ということになり、r逃げ
てしまう」のは明らかにアオリストのr追う」行為の後である。これはあるいは行為の完
了のモーメントを明示するために用いられたのかも知れない。
主文中に用いられる場合
　主文中に用いられる場合にも、完了形はこれと密接に関連する文の動詞が表わす行為に
先行する行為を表わす。例えば、
　令隅E勧N＆ろ禍Moy’”◇Eε｝KをM凸丁甜ムoy田踊A』唖肥H讐』一C7hB△ろαB『』MOH－
c宝明ハEHρ聡叩』姑Eε丁闇rh’”OB「◇ρ◇A｝膿εoγ「◇髄嘔既睦は…’
閥8εA◇m4””“r◇ρ◇AH甲ε0”B甜AεA濫αB覧roρOA』B』IA4AL
　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　令TB』ρA”CAαB㌔ド”ろゆM凸丁肋HB㌔ろB◇N…d◇yCT◇””ド◇A五1’◇朋一
　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　公“◇＾◇B川悶ερεC㌔N◇Vh…Tα｝KεK◇“AYε＾沁¶αTBhρA踊CAαBd6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p。58，90R，6726（1218））
冬になった。ドゥシリツの子マトヴェイは伝令の役人のモイセイの子を縛って
逃亡した。ノヴゴロドの人々は彼を追って捕え、ゴロヂシチェに連行した。ト
ヴルrヂスラフが公にマトヴェイを引き渡したという虚報が町に伝わったの
で、聖ニコラオスの教会で向こう岸の住人は夜通し鐘を鳴らし．．．．．．トヴェ
ルヂスラフを攻めようと人々を集めた。
　　　　　　　　　倉丁』rA酬εM』CTHCA凸M』CT麗cAαAHqh¶εPε雁”ερ旺r恥A闘額P』’
①ρ秘①Eερεrα＾◇A』B●Aα”∈凹AoyT』丁凸丁αρ師◇闇X㌔’αc凸M㌔
OOAB4◇yEf》K4・　　　　　　　　　　　　　　　　　（p・63，99R－V，6732（1224））
この時ムスチスラフの子ムスチスラフ（J51）は、事前にドネプル川を渡り、タ
タールが彼らを追いかけてこないように岸から船を離して、身一つでやっと逃
げた。
従って完了形はある行為に先行し、その行為の起こる背景の説明に用いられることも、
しばしば見受けられる。例えば、
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　　　　　　　　　　　　　　　？　　　⑤　　＿Tα丁 ◇野際細凸「PαA㌔M｝αA欄㌔隅nρ凹鯉
B甲h■31’T◇》KεM叩凸。　　　　　　　　　　　　　（p．75，122V，6746（1238））
タタールは町を十二月二十一日に占領したが、やって来たのは同じ月の十六日
であった。
伽論IA◇田αC一一Y闘・一丁㌔ドX』・1◇　ρ◇一
丁闘B◇y拶覧除CT欄凸n◇＾K恥’田◇咄田㈹師＾』CK◇E開v旺”CH一
A◇1◇KρTαVTNd「O’C凸MH6◇難αCεE〔π◇VαA閥OKαN』N“Hoπρ∈一
CT◇γπ開””ρ4BA五層。川ρ闘OAαU」αB』四AhCK◇B』IB湖◇B』「◇ρ◇A』’
X◇丁岬εMHραNαBC田BOA闇◇呂『◇P◇AbCK◇”9囲α贈A』CK◇BL一
　　　　倉　　　　令Ck◇H。I　T“◇yMlのi田αo　　　　　　　　　　　　（p，80，133R，6761（1253））
同じ年人々はプスコフの人々と共に彼らを攻めるために行ったので、彼らは彼
らを迎えて陣を敷いた。そして聖なる十字架の力によってプスコフの人々が彼
らを打ち負かした。これらの取り決めに違背した呪われたもの達が自分自身に
対して裁きを始めたからである。彼らがノヴゴロドに使いを送ってきたので、
彼らは和を結んだ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全1四◇v愚町A擁丁”。ド州』貼1開“◇8A叩ML¶㈱Yεム◇MLIXρ丁卜一
闘』CK聞。州εNαBεA』E』ろαrρ窓X』署N醐4¶cπ◇γCT』摺越曲ρ閥
A”BN臨’瓢CTHC腿醐LIX回＾』丁闘●1騨腿丁”KρOB』E◇臨ρ』CK◇yゆ0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．83，137V－138R，6767（1259））
呪われたもの達くsc・タタール）は通りを回り始め・キリスト教徒の家々を記録
した。なぜなら神は私たちの罪の故に荒野から強いもの達の肉を食べ、貴族の
血を飲むために野獣を差し向けられたからである。
X◇A睦MHρOCA“B㌔“◇Cαム闇KL●日ろ隅◇Bα「◇P◇AαM闘ρHT』K篭1嗣』
C司ερNH「◇Bh『H●H”ρ”A∈’Nε◇yc”脇”叩O濯∈●C睦AbN◇EO
　　　　　　　　　　　　　　？墜Bc△ろεM齢ρ◇ycKα蝕。　　（P・28，16R，6642（1134））
市長官ミロスラフはノヴゴロドから行ってキエフの人々とチェルニゴフの人々
とを和解させようとしたが、なにも果たせずに帰ってきた。ルシの国全体が激
しく動乱していたからである。
　このように背景の説明に用いられることが、イストリナをして完了形の意義を時間にお
けるその発展の描写を考慮しない状態及び行為を表わすと感じさせた可能性がある。完了
形の用いられた箇所で話が一時停滞するのである。
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含　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　公c日ME勲呂oεBOAαM㌔”X』0α’M凸ρkoc即ρ閥Mα●B』rρ4Eもρ湘ε’
凹Aε》K〔Eε》K睦A㌔’”ord陥置”ろALI”A〔Aρ陥●α1BO－Hk◇”A◇Φ』
ΦΦ＾甜㌔Aρ㌔0“9rOA◇y温』IC＾電陥1”①MαρK◇B凸◇CTρOB凸’Bε翻ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令A陥’c∈r◇A◇yAαc＾宝””A』M州◇y擁＾剛∈』9…◇ろ闘E◇Φ”＾◇C◇ΦH
　　　　　　　　令M◇＾AX◇yT』cAYρB”’岬6cεr◇A◇y出d①”◇ycT…闘c』Aρ凸Bα’T』
　　　　　　　　　　　　　　　　　令　　　粂MNO「OろAαCTB◇ρ闘丁』5TB◇給M◇四ρTB◇y9叩ρ』旺X◇TA給『◇oy一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令E“丁睦¶◇Bε＾嘔OV曲M◇yCA宝nHTHCT卜K＾◇Mも。”ELI◇V”εM◇y絶K◇
麗田ρε》K州宝●跳NεB賊ムA田6N踊vεr◇｝Kε’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．49，71R－V，6712（1204））
以下が彼らの指令官の名前である。1．ローマの侯爵、彼は異教徒でよこしま
なテオドリクがかつて住んでいたベルンの町にいた。2．フランドル伯。3．聖
マルコの島のヴェネチア人、盲目の長。この長を皇帝マヌエル（一世）が盲目に
したのであった。多くの哲人が皇帝に懇願して、rもしこの長を無事に釈放す
れば、この者はあなたの帝国に多くの悪事を行なうでしょう」と言ったからで
ある。皇帝は彼を殺すことを望まず、ガラスで彼の両目を潰すように命じた。
それでかれの両目は損なわれていないようであったが、何も見えなかった。
　ここではr盲目にした」ことが完了形で語られ、長、即ちエンリコ・ダンドロが盲目に
なった経緯が説明として挿入されている。その経緯そのものはそれ自身語りになっていて、
通常の語りと同じく未完了過去形やアオリストが用いられている。従ってここでは完了形
は二つの語りをつなぎ、後の語り全体が前の語りの説明になっていることを示す役割を果
たしている。
　以上述べた用法に属するかどうか、疑わしいものはきわめて少ない。例えば、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公
”瞬OCA“旧凸睡OB「◇ρ◇Ah｝”擁OCA』1’ろ◇B◇γYε陰「◇BN◇B『◇ρ◇噂
αρX”Mα醐AρHT凸岬〔”T”瓢・Φ6岬αTB∈ρAHC＾αB＾”Y凸・＾8K8
B凸ρΦρ◇M鶴Bd脚既M◇＾肌1”ε”㈱A』0α”X』聾6”◇c＾oy田凸＾』’
αM”ρ◇y睡［A凸。”◇宝）（＆”ρ◇V』◎　　　　　　　（p。99，167V，6841（1333））
ノヴゴロドの人々は彼（sc。イヴァン（Q2））をノヴゴロドに呼ぶために使者を
送った。掌院のラヴレンチー、トヴェルヂスラフの子フェドル、ヴァルフォロ
メイの子ルカである。彼は願いを受け入れず、彼らの言うことも聞かないで和
平を結ばず、立ち去った。
A◇E…dVεAOM』N◇B◇「◇ρ◇A』弓腔’E◇飴ρをHYερ”塾1闘A吟A開凸ρX”一
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　　　　　　　　　　　　　　　　倉給””CK◇π8”◇B㌔r◇ρ◇A卜CK◇M8B＾叩脳C隔㈱・YT。E』1《給C“而・
εX備N4ρ△A”A㌔k◇CTρ』IBO◇P宝X◇B宝》凹◇眺εX凸B』。k◇CTρLl
禍ρAA麗A1ゴ”麗ρ凹り（4B麗◇Br◇ρoA’b’　　（p．100，168V，6860（1352））
　これらの完了形は、何れも（波型）の下線で示したアオリストよりも前の行為であること
は問違いないが、果たしてそれだけの事なのかどうかはっきりしない。むしろこれらの例
では、完了のアスペクトが重要なのではないかという印象を受ける。これらが何れも第三
の手跡による年代記の末尾にあることから、現代語にみられるようなr完了体過去」の機
能に移行しつつあることを示す例かもしれない。第二の会話の部分にある完了形は何れも
VT◇E』1に伴われるものであって、いま対象としている形式ではない。
　次の二例も解釈の余地を残す用例である。
IBερ巌εc△◇r闘卜靱舵M6v』CkorOABOρ4B睡6ρ6s』C梱”KO判』●
ろ“「◇ρ鳴CA”αxo＾◇皿田◇γ＾”甲’4丁凸M◇T◇r◇c開＾”笹◇r髄』0α
麗fρをBAA匪”4◇”◇leT◇ρ◇N奮。…OCTLBεA”K珊or”』3坐竺¶
含　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿TαCTB◇ρ闘CA網“『◇γEαB壬A閥kα．g．麗αT◇ρ「OB◇M’』n◇Aoy　Bl叩ρK呂凹l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ocr◇ρ宝●闘ドo”“田C宝X、◇yc”宝…棚oc細丁闘。鼎k”凹0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p。90，151R－V，6897（1299））
火はネムツィの館からネレフスキー区に飛び、ホロピヤ通りで火の手が上が
り、そこで火は最も激しくなった。ネレフスキー区の住人は向かい側にいた
が、火は大橋を捉えた。こうして大きな破壊がなされた．．．．．．商業地区では
12の教会が全焼し、イコンも書物もすべて持ち出すことが出来なかった。
　この例ではなぜr火は大橋を捉えた」という箇所だけが完了形なのか、はっきりしない。
ネムツィの館、ネレフスキー区はともにヴォルホフ川の左岸のソフィア地区にある。これ
に対して商業区は右岸にあり、両者を繋ぐのが大橋である。ネレフスキー区の住民が向か
い側に居たのであるから、この記事の作者は右岸の商業区からこの火事を見ていたことに
なる。上例の記述ははじめ対岸のソフィア地区に始まった火事が大橋を伝って商業区に及
び、r大きな破壊がなされた」ことを示している。このような構造からすればr火が大橋
を捉えた」のが、「大きな破壊」の前提を為すと解釈することも出来よう。これが正しい
かどうかは明らかではない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令　　　？
　　《～OB「ρ◇A［1∈C』ろB4翻4π◇Aεζ4　T』ρ｝K◇κ’h。8』M△’厨◇γN◇γゆ
　　　　倉　　　　　　公　　coyoyo　BhCH　Moy　H「◇CT』E麗闘叩Ho闘ろM“B7』憾BCA’”◇CA凸踊CK◇一
　　B凸B』”OCBO闘M』「◇ρ◇AOM覧●凸丁◇Bαρ珊X』ραろA鍋Hk◇髄ε’α
　　E細田CなX柚◇B「oρOA卜r卜E◇Aε’M¶“P”AεBεCT』B』“◇B』r◇一
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ρ◇ATゴEAし皿ε》Kε湘◇B「◇ρ◇A』牒εB’』MdA◇o◇N◇T《M◇HろM凸闘◇BAY』一
　　　索田船M◇y●αMh腫』田ε蛤◇”Hρ◇ろ凹A◇田αC価”闘◇陰囲◇M』ρ＾or◇一
A◇A◇Mrゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p・55，82V－83R，6723（1215））
彼（sc．ヤロスラフ（K4））は乾酪週の土曜日（1216年2月20日）、トルジョク郊
外の野原にノヴゴロドの人々、すべての市民と商人を呼び集めて彼らを捕え、
枷をはめた上で自分の町々に送った。また彼らの財物と馬を分配した。ノヴゴ
ロドの人々は全部で2000人以上であった。この報せがノヴゴロドにも届いた
が、ノヴゴロドの人々は少数であった。貴族がそこで捕えられており、平民も
あるものは四散し、他のものは飢えで死んでしまったからである。
　この場合、「死んでしまっていた」のはあるものが「四散する』前であったとすれば、少
なくとも論理的には矛盾しないが、これが正しいかどうかは明らかではない。
　以上の僅かのはっきりしない例はあるものの、地の文に用いられる完了形の大部分はか
なり明確な用法を持っているということが出来る。それはある行為に先立つ行為を表わし、
しばしば後続の行為の背景を示すのに用いられる、ということが出来る。これは文中で後
続の行為よりも後に現われるときに著しいるこれらの用法を会話の中に用いられる場合と
考え合わせると、完了形の基本的な機能は発話の時点より以前の行為を表現するところに
ある、ということが出来そうである。会話の文、即ち伝達のテキストにおいては、所与の
行為が「先立つ」基準は明らかに発話の時点であり、またその行為を述べるのが話者であ
るから、完了形による表現はその行為が少なくとも話者にとって確実なものであるとして
意識されているときに用いられると考えられる。従って主語と話者が一致する一人称の場
合にはこれは話者が自分が一定の行為を行なった、あるいは行なわなかったことを主張し、
相手にそのことを印象づけるときに用いられることになる。また主語が対話者である二人
称の場合には、あるいは相手の行なった行為を明確に示すことによって、相手に念を押す
ことにもなり、あるいは相手の非を鳴らすことにもなる。また主語が話者でもなく、対話
者でもない三人称の場合には話者が一定の行為の存在したことを主張することになると考
えられる。これに対して地の文即ち語りのテキストの場合は話者が明示されないから、r先
立つ」基準は発話の時点ではなく、テキスト中に示される一定の行為である。従属文の場
合にはこれは多くの場合主文中の動詞によって示される。逆に完了形が主文にある場合に
は、これは先行あるいは後続する文脈中のある動詞によって示される。この場合両者の間
には形式的な関連は存在しないから、内容的には完了形で示されるものがアオリストなど
によって叙述された行為の前提を示すことが多くなる。以上が平凡ながら完了形の用法に
ついての結論となる。
